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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、シグナル伝達、エンドサイトーシス、および細胞骨格変化に関与するタンパク質と相互作用する、2つのEHドメインを持つシグナル伝達アダプタータンパク質をコードしています。インターセクチン1がクラスリン被覆小窩から単離された際に、コードされているタンパク質はインターセクチン1およびSrc相同性3ドメイン成長因子受容体結合2様（エンドフィリン）相互作用タンパク質1と共存することが確認されています。また、コードされているタンパク質は、シナプス小胞表面の細胞質タンパク質であるアンフィフィシンと相互作用することが示されています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2014年3月],機能：活性化EGF受容体とRal-GTPaseの細胞内作用を調整する可能性がある。,PTM：EGFはチロシン残基のリン酸化を刺激する。,類似性：EFハンドドメインを1つ含む。,類似性：EHドメインを1つ含む。,サブユニット：ホモ二量体（潜在的）。RAB11FIP2と相互作用する。RALBP1、CRK、GRB2と相互作用する。RALBP1への結合はRal結合活性に影響を与えない。CRKおよびGRB2のSH3ドメインと複合体を形成し、EGF応答性チロシンキナーゼと結合する可能性がある。,
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	REPS1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはREPS1ペプチドでブロッキングされている。
	

	REPS1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

